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袖ケ浦市第２期実施計画（案）に係る意見の募集結果について

１ 意見募集の概要

（１）意見の募集期間 令和４年１１月１６日（水）～１２月１５日（木）

（２）提出者数・意見数 ２人・４件

（３）意見の分類と市の対応状況

２ 意見の概要と市の考え方

対応区分 件数

Ａ 意見を反映し、原案を修正したもの ０件

Ｂ 意見の趣旨・考え方が既に原案に盛り込まれているもの ２件

Ｃ 意見を反映しないで、原案どおりとしたもの １件

Ｄ その他の意見、今後の市政の参考とするもの等 １件

整理

番号

ページ
意見の概要

対応

区分
意見に対する市の考え方

１ Ｐ２４ 【学校環境整備事業】

事業内容・事業概要に「災害時でも利用可能な

体育館空調設備の整備」を追記することを提案

します。

Ｃ 体育館空調設備の整備については、費用が高額となることから、

現在のところ設置する計画はありません。

なお、避難所を開設した際は、災害時応援協定を締結している機

材レンタル会社などから、空調設備を調達することも検討してまい

ります。
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２ Ｐ４４ 【（仮称）袖ケ浦市統合消防庁舎建設事業【新

規】】

事業内容に、「併せて、防災拠点としてのＢＣ

Ｐ機能の充実を図ります。」を追記することを提

案します。

Ｂ 袖ケ浦市統合消防庁舎については、地震や風水害などの大規模な

災害が発生した場合に、救援、救護等の災害活動拠点となるよう施

設整備を目指します。

また、ＢＣＰ計画については、平成３１年２月に策定した消防本

部業務継続計画に従い、消防活動の効果的実施を図り、災害応急対

策業務や、優先度の高い通常業務を特定し、災害発生時においても

円滑に業務を遂行していくことから、計画の変更及び追記はいたし

ません。

３ Ｐ４８ 【地球温暖化対策事業】

「住宅用省エネルギー設備等設置に係る補助

金」の継続実施をお願い致します。

Ｂ 住宅用省エネルギー設備等設置に係る補助金の交付については、

家庭における地球温暖化対策を推進するため、継続して実施を予定

しています。
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４ Ｐ７５ 【男女共同参画推進事業】

事業概要に、〈5年度〉に「パートナーシップ

制度の創設に向けた準備」、〈6年度〉〈7年度〉

にそれぞれ「パートナーシップ制度の運用」と書

いてありますが、市民にこの制度を望み、利用し

ようとしている人はどのくらいいるのでしょう

か。木更津市等の流れに沿って作ろうとしてい

るのでしょうか。

また、性的少数者の問題は当事者とその家族

が中心として解決していくもので、周りはそっ

と見守ることがいいのではないでしょうか。取

り扱いに注意を要する問題なので、慎重に考え

るべきだと思います。

Ｄ 昨今LGBTQなど性的マイノリティの方々について社会的認知がさ

れてきており、全国的に各自治体において、その支援として「パー

トナーシップ制度」を創設し、性の多様性に配慮した社会づくりを

行っています。

このような状況を踏まえ、本市においても、本年度実施した『男

女共同参画に関する市民意識調査』にて、「性的指向や性自認につ

いて悩む方の生活のしづらさ」に関する質問により意見を確認した

ところ、「生活しづらい社会だと思う」（「思う」及び「どちらかとい

えば思う」の合計。回答は１つのみを選択）と答えた人は 48.8％で

あり、さらに、そのような方が生活しやすい社会にするための質問

に対しては、「パートナーシップ制度・ファミリーシップ制度の導

入」が必要であるとの回答は 28.7％ありました（回答は３つ以内を

選択）。

実際に利用されるであろう方々を把握することは難しいところ

ですが、調査結果を考慮し、悩みを打ち明けられなくて悩んでいる

方に対し社会全体での理解とサポートを整備することが必要であ

ると考え、『パートナーシップ制度』及び『ファミリーシップ制度』

の創設に向けた準備を行うものです。

本制度は当事者が生活しやすい社会（市）を構築する基盤となる

ものと考えており、制度設計する中で慎重に審議を重ね、当事者の

方々に配慮した運用となるよう努めてまいります。


